
104日本医史学雑誌第48巻第1号（2002）

｜
例
会
記
録
一

十
二
月
例
会
（
日
本
薬
史
学
会
・
日
本
獣
医
師
学
会
と
合
同
）

平
成
十
三
年
十
二
月
十
五
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
わ
が
国
に
お
け
る
犬
の
狂
犬
病
の
流
行
と
防
疫
の
歴
史唐
仁
原
景
昭

一
、
日
本
の
終
末
期
医
療
と
安
楽
死
の
歴
史

新
村
拓

一
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
ー
世
の
皇
帝
の
書
（
一
二
三
一
年
）
と

追
補
（
一
二
四
○
年
）
の
発
布
と
そ
の
背
景

辰
野
美
紀

一
月
例
会
平
成
十
四
年
一
月
二
十
六
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
八
号
館
三
番
教
室

一
、
日
本
医
史
学
会
史
資
料
供
覧

岡
田
靖
雄

一
、
江
戸
幕
府
寄
合
医
師
添
田
玄
春
の
日
々
の
暮
ら
し

深
瀬
泰
且

訂
正
本
誌
第
四
十
七
巻
第
二
号
に
お
い
て
、
五
月
例
会
に
演
者
の
変
更
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
左
記
訂
正
致
し
ま
す
。

夫
同
滞
失
記
事
詫
劣
茨
茨
夫
詣
恭
夫
＊
滞
茨
同
諾
糸
弗
火
携
＊
蒜

｜
例
会
抄
録
一

関
東
大
震
災
と
横
浜
「
関
西
村
」
の
病
院
に
つ
い
て

七
十
八
年
前
の
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
午
前
十
一
時

五
十
八
分
に
、
相
模
湾
西
部
の
地
下
二
八
ｋ
ｍ
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
大
地
震
が
、
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
静
岡
・
山

梨
の
各
地
を
襲
っ
た
。
中
で
も
東
京
市
、
横
浜
市
は
家
屋
の
倒
壊
に
続

い
て
大
火
災
を
引
き
起
し
、
わ
が
国
未
曾
有
の
都
市
災
害
を
も
た
ら
し

た
。

こ
の
震
災
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
東
京
市
が
詳
し
く
報
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
横
浜
市
に
つ
い
て
は
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
即
ち
、
家
屋
の

全
焼
六
二
、
六
○
四
戸
、
全
潰
九
、
八
○
○
戸
、
死
者
二
一
、
三
八
四

人
、
重
傷
者
三
一
、
○
一
四
人
、
行
方
不
明
一
、
九
五
一
人
で
、
横
浜

の
被
害
面
積
は
宅
地
総
面
積
の
総
八
割
に
達
し
た
と
い
う
。

五
月
例
会
平
成
十
三
年
五
月
二
十
六
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
東
京
大
学
医
学
部
と
お
雇
い
外
人
教
師

一
、
私
の
垣
間
見
た
近
世
漢
方
史
の
一
面

中
西
淳
朗

菊
谷
豊
彦

酒
井
シ
ヅ
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こ
の
よ
う
に
壊
滅
と
い
え
る
情
況
を
、
神
奈
川
県
警
察
部
の
森
岡
二

郎
部
長
は
、
折
か
ら
横
浜
港
停
泊
中
の
「
コ
レ
ア
丸
」
か
ら
無
線
電
信

で
報
じ
た
。
そ
の
電
文
は
〃
本
日
正
午
、
大
地
震
起
り
引
続
き
大
火
災

と
な
り
、
全
市
火
の
海
と
化
し
死
傷
者
何
万
な
る
を
知
ら
ず
。
交
通
、

通
信
機
関
不
通
、
水
・
食
糧
な
し
。
至
急
救
援
を
乞
う
。
〃
と
い
う
も
の

で
、
和
歌
山
県
南
端
の
潮
岬
無
線
局
を
介
し
て
大
阪
府
警
察
部
に
午
後

十
一
時
三
○
分
に
と
ヌ
い
た
と
い
う
。

驚
い
た
大
阪
府
の
警
察
部
は
無
線
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
一
方
、
知
事

以
下
各
課
長
ま
で
に
緊
急
連
絡
し
、
救
援
船
舶
の
調
達
手
配
を
し
、
翌

二
日
は
課
長
以
上
の
職
員
が
午
前
六
時
に
登
庁
し
、
大
阪
府
臨
時
震
災

救
護
機
関
の
設
置
を
決
定
し
た
。
（
知
事
は
土
岐
嘉
平
氏
）

大
阪
府
が
先
ず
行
っ
た
救
援
は
、
食
糧
品
等
の
輸
送
の
外
、
救
護
班

と
警
察
応
援
隊
の
派
遣
で
あ
る
。

救
護
班
は
京
浜
地
方
に
十
班
を
派
遣
し
た
が
、
横
浜
に
は
大
阪
日
赤

の
第
一
班
（
九
月
三
日
夜
到
着
）
大
阪
医
大
の
第
五
班
、
府
征
生
部
の

第
六
班
で
、
九
月
十
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
間
に
引
き
上
げ
て
い
る
。

活
動
期
間
が
こ
の
様
に
短
か
か
っ
た
の
は
、
昼
夜
兼
行
の
劇
務
と
設
備

不
完
全
、
食
糧
不
足
、
飲
料
水
の
不
良
に
も
と
づ
く
班
員
の
活
動
力
の

低
下
に
よ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
大
阪
府
救
護
班
の
報
告
と
、
内
務
省
よ
り
の
要
望
に
よ
り
、
大

阪
府
は
関
西
府
県
連
合
震
災
救
護
事
務
所
を
作
り
、
近
県
に
協
力
を
訴

え
た
。
参
加
し
た
府
県
は
、
最
終
的
に
は
、
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
、
奈

良
、
滋
賀
、
和
歌
山
、
徳
島
、
愛
媛
、
高
知
、
石
川
、
岡
山
、
鳥
取
、

島
根
の
二
府
十
一
県
に
達
し
た
。

こ
の
連
合
事
務
所
の
大
目
的
は
、
①
東
京
に
三
○
○
棟
、
横
浜
に
二

○
○
棟
の
組
立
バ
ラ
ッ
ク
住
宅
の
建
設
②
横
浜
市
の
診
療
施
設
が
全

く
不
足
し
て
い
る
の
で
、
千
人
収
容
の
臨
時
病
院
（
大
阪
市
府
一
府
六

県
連
合
震
災
救
護
仮
病
院
）
を
造
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
横
浜

市
南
区
中
村
町
四
丁
目
の
、
現
在
の
横
浜
市
大
附
属
高
等
看
護
学
校
周

辺
の
地
に
、
「
仮
病
院
」
を
九
月
二
十
六
日
に
完
成
さ
せ
、
十
月
一
日
よ

り
開
院
し
た
。

住
宅
の
方
は
手
続
き
が
お
く
れ
、
大
阪
で
加
工
し
た
組
立
建
材
を
船

で
輸
送
、
十
月
四
日
よ
り
「
病
院
」
の
東
側
に
建
設
を
は
じ
め
、
同
二

十
七
日
に
完
成
し
た
。
四
、
八
一
三
世
帯
、
二
万
一
八
六
人
の
被
災
者

が
収
容
さ
れ
た
。
こ
の
町
に
は
浴
場
、
集
会
場
、
売
店
が
併
設
さ
れ
、

誰
い
う
と
な
く
「
関
西
村
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
町
に
は
大
阪
通
、

兵
庫
通
、
奈
良
通
な
ど
の
町
名
が
つ
け
ら
れ
た
。

「
仮
病
院
」
の
方
は
、
木
造
平
屋
八
十
坪
の
病
棟
が
八
棟
、
事
務
所
一

棟
炊
事
棟
一
棟
看
護
婦
棟
一
棟
、
倉
庫
一
棟
、
外
来
棟
一
棟
で
、

各
棟
に
二
坪
の
便
所
を
つ
け
、
全
十
三
棟
を
一
間
の
廊
下
で
つ
な
い
で

あ
る
。
他
に
消
毒
室
、
屍
室
、
自
動
車
庫
が
離
れ
て
た
て
ら
れ
た
。

職
員
数
と
所
属
を
み
る
と
、
石
川
県
（
医
師
二
）
、
滋
賀
県
（
医
師
二
、

看
護
婦
二
十
一
、
事
務
一
）
、
和
歌
山
県
（
医
師
二
、
看
護
婦
十
六
）
、

京
都
府
（
医
師
七
、
看
護
婦
三
十
五
、
薬
剤
師
四
）
、
大
阪
府
（
医
師
十
、

看
護
婦
三
十
、
薬
剤
師
等
四
、
エ
ッ
ク
ス
線
技
手
二
、
事
務
十
六
）
、
横

浜
市
現
地
採
用
（
医
師
四
、
薬
剤
師
こ
と
な
っ
て
お
り
総
員
は
一
五

七
名
で
あ
る
。

院
長
は
、
大
阪
日
赤
外
科
の
沢
村
栄
美
博
士
、
副
院
長
は
大
阪
日
赤
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内
科
の
石
川
芳
治
博
士
で
あ
っ
た
。
開
設
さ
れ
た
科
目
は
、
内
科
、
外

科
、
眼
科
、
皮
膚
科
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
、
耳
鼻
科
、
エ
ッ
ク
ス
線

科
（
十
月
四
日
よ
り
開
始
）
の
八
科
で
、
医
師
は
二
十
七
名
が
診
療
に

従
事
し
た
。

こ
の
病
院
の
活
動
は
約
八
十
日
間
で
、
十
一
月
二
十
日
に
神
奈
川
県

に
受
渡
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
約
一
万
人
の
外
来
患
者
、
一
、
二
五
四
人

の
入
院
患
者
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

沢
村
院
長
等
の
診
療
報
告
に
よ
る
と
、
〃
特
種
ノ
疾
患
著
シ
ク
多
数
ニ

シ
テ
平
時
ニ
オ
ケ
ル
モ
ノ
ト
明
ニ
ソ
ノ
趣
ヲ
異
ニ
シ
、
震
災
ニ
ョ
ル
生

活
状
態
ノ
激
変
、
衣
食
住
ノ
欠
陥
ガ
如
何
二
人
体
健
康
ノ
上
二
大
ナ
ル

影
響
ヲ
及
ボ
セ
シ
ャ
ヲ
窺
ウ
コ
ト
ヲ
得
ベ
ク
、
好
個
ノ
参
考
資
料
ト
シ

テ
後
年
二
伝
フ
ベ
キ
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
レ
ル
・
〃
と
し
て
い
る
。

特
に
医
師
団
が
注
目
し
た
の
は
、
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
「
心
的
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
」
に
相
当
す
る
神
経
衰
弱
、
地
震
恐
怖

症
等
の
精
神
障
害
の
多
発
で
あ
っ
た
。

（
平
成
十
三
年
十
月
例
会
）

真
柳
誠

連
合
王
国
の
国
家
図
書
館
（
弓
胃
Ｚ
目
（
）
ロ
巴
巨
耳
四
ご
旦
号
の

ご
巨
詳
＆
寓
侭
８
日
）
は
大
英
図
書
館
（
弓
胃
即
旨
普
Ｆ
ご
国
昌
）
と

呼
ば
れ
、
大
英
博
物
館
（
国
扁
犀
’
三
号
冨
吊
２
日
）
か
ら
一
九
七
三

大
英
図
書
館
の
ス
タ
イ
ン
医
薬
文
書

年
に
分
離
し
た
。
そ
の
壮
大
な
建
物
は
、
ネ
オ
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
で
有
名

な
ロ
ン
ド
ン
の
陣
、
勺
目
ｑ
閉
駅
に
隣
接
し
て
一
九
九
六
年
に
新
築
さ

れ
て
い
る
。
当
図
書
館
の
フ
ロ
ア
ー
３
に
東
方
・
イ
ン
ド
部
門

（
○
国
９
国
盲
目
胃
且
国
○
哉
８
）
が
あ
り
、
中
近
東
か
ら
極
東
ま
で
各

地
域
の
文
献
・
文
書
が
収
蔵
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
員
堅
陣
①
旨
（
一
八
六
二
～
一
九
四
三
）
が
西
域
探
検
で
将
来
し
た

ス
タ
イ
ン
文
書
も
当
部
門
に
収
蔵
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
漢
籍
・
国
書

は
川
瀬
一
馬
・
岡
崎
久
司
「
大
英
図
書
館
所
蔵
和
漢
害
総
目
録
』
（
講
談

社
、
一
九
九
六
）
に
載
り
、
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
ス

タ
イ
ン
文
書
は
か
っ
て
全
体
の
約
半
数
ま
で
し
か
目
録
に
取
ら
れ
て
お

ら
ず
、
し
か
も
そ
の
白
黒
写
真
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
し
か
公
開
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
隔
靴
掻
痒
の
感
が
あ
っ
た
。

真
柳
は
二
○
○
○
年
九
月
十
二
・
十
三
日
の
二
日
間
、
大
英
図
書
館

に
訪
書
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
れ
を
機
に
大
英
図
書
館
で
調
査
中
の
中

国
医
史
文
献
研
究
所
の
王
淑
民
氏
に
切
隠
諺
以
降
の
教
示
も
い
た
だ

き
、
医
薬
に
関
連
す
る
全
文
書
の
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
作
製
を
申
請
し
、

念
願
を
は
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
ス
タ
イ
ン
の
将
来
し
た
文
言
は
元
々
、
大
英
博
物
館
に
収
め
ら

れ
て
い
た
が
、
一
九
七
三
年
の
大
英
図
書
館
分
離
に
伴
い
移
管
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ン
文
書
は
ｐ
Ｈ
ロ
８
座
Ｑ
］
隅
が
整
理
し
て
の
』

か
ら
い
＄
雪
ま
で
を
一
九
五
七
年
に
目
録
と
し
て
出
版
、
さ
ら
に
一

九
九
二
年
ま
で
に
日
本
・
台
湾
・
大
陸
の
研
究
者
に
よ
り
切
畠
②
塁
ま

で
が
目
録
化
さ
れ
た
。
う
ち
漢
文
の
医
薬
文
書
に
つ
い
て
は
以
下
の
先

行
研
究
が
あ
る
。


